
仲間づくりは老人クラブで！
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会
長
あ
い
さ
つ

青
森
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長
　
齋
藤
　
昇
一

　

平
素
よ
り
老
人
ク
ラ
ブ
の
育
成
指
導
に
は
格
別
の
ご
尽
力
を
賜
り
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
位
置
づ
け
が
５
類
感
染

症
に
移
行
し
ま
し
た
。
よ
う
や
く
コ
ロ
ナ
前
の
生
活
に
戻
っ
て
き
た
よ

う
で
す
。

　

青
森
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
、
芸
能
発
表
大
会
が
４
年
ぶ
り
に

通
常
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
県
内
各
地
に
お
い
て
も
、
集
会
型

で
研
修
会
や
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
勉
強
会
等
が
始
ま
り
、
老
人
ク
ラ
ブ
活

動
も
活
気
を
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
の
大
き
な
課
題
は
、会
員
の
獲
得
で
す
。高
齢
者
は
年
々

増
加
し
て
い
ま
す
が
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
数
は
年
々
減
少
し
て
い
ま

す
。
原
因
は
様
々
で
あ
り
ま
す
が
、特
に
会
員
減
少
の
大
き
な
要
因
は
、

「
ク
ラ
ブ
の
解
散
」
で
す
。
会
長
が
高
齢
等
の
理
由
で
引
退
し
、
後
任

と
な
る
方
が
い
な
い
事
や
、
会
員
の
高
齢
化
や
役
員
の
担
い
手
不
足
な

ど
で
活
動
で
き
な
く
な
り
解
散
す
る
ク
ラ
ブ
が
多
く
見

受
け
ら
れ
ま
す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
の
存
在
意
義
や
社
会
的
役
割
を
地
域
に

発
信
し
、ク
ラ
ブ
の
存
続
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
を
よ
り
一
層
充
実
さ
せ
、
高
齢
者

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
し
、

共
に
支
え
合
う
「
地
域
共
生
社
会
」
の
実
現
に
向
け
て

持
続
可
能
な
組
織
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

い き い き ク ラ ブ 青 森

令
和
6
年
能
登
半
島
地
震
で
被
災
さ
れ
ま
し
た
皆
さ

ま
に
、謹
ん
で
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
、一
日
も
早
い

復
興
と
ご
健
康
を
、心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

高齢者相互支援推進研修会（三沢市）

青森県老人クラブ連合会 検索
https://ikiikicluba.sakura.ne.jp

ホームページはこちらから 

迎春
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全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰

                                               

　

町
内
の
清
掃
活
動
や

芸
能
発
表
大
会
、町
・
郡

老
連
開
催
の
ス
ポ
ー
ツ

大
会
な
ど
、様
々
な
事

業
・
研
修
を
企
画
・
運
営

し
て
い
る
。各
事
業
へ
の
会
員
の
参
加
に
つ
い
て

も
日
頃
か
ら
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
る
。会
員
か

ら
の
信
頼
も
厚
い
。

　

ま
た
、県
老
連
理
事
と
し
て
地
元
で「
県
老
連
健

康
福
祉
大
学
校
」を
開
催
す
る
な
ど
、積
極
的
に
協

力
し
、老
人
ク
ラ
ブ
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
る
。

                                               

　

市
老
連
副
会
長
と
し

て
、会
長
を
補
佐
し
市

老
連
発
展
の
た
め
に

貢
献
し
て
い
る
。担
当

事
業
の
芸
能
発
表
大
会

（
年
２
回
）を
企
画
・
運
営
し
て
い
る
。

　

ま
た
、地
元
上
長
地
区
の
10
ク
ラ
ブ
を
と
り
ま

と
め
、温
厚
な
人
柄
で
人
望
も
厚
い
。　

単
位
ク
ラ

ブ
会
長
と
し
て
、魅
力
あ
る
楽
し
い
活
動
を
企
画
、

運
営
し
て
い
る
。

乗田　勝雄
（鶴田町）

松本　福造
（八戸市）

○
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
功
労
者

                                               

　

ク
ラ
ブ
結
成
以
来
、

会
員
の
健
康
づ
く
り

と
地
域
福
祉
の
向
上

に
力
を
入
れ
て
い
る
。

　

健
康
づ
く
り
活
動

で
は
、
毎
月
、
軽
ス

ポ
ー
ツ
活
動（
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
、ユ
ニ
カ
ー
ル
）を
実
施
し
て
い
る
。

地
域
福
祉
活
動
で
は
、花
壇
作
り（
施
肥
、苗
植
付

け
、管
理
、後
片
付
け
等
）で
美
化
運
動
を
実
施
し

て
い
る
。勉
強
会
と
し
て
、認
知
症
予
防
や
料
理
教

室
な
ど
の
教
養
講
座
も
開
催
し
て
い
る
。

（
活
動
の
詳
細
は
９
頁
参
照
）

                                               

　

全
国
三
大
運
動「
健

康
・
友
愛
・
奉
仕
」を
バ

ラ
ン
ス
よ
く
実
施
し

て
い
る
。特
に
奉
仕
活

動
に
力
を
入
れ
、昨
年

３
月
に
、国
の
史
跡
に

指
定
さ
れ
た「
三
戸
城

跡
城
山
公
園
」の
清
掃
活
動
は
、毎
年
約
１
５
０
名

が
参
加
し
、町
老
連
最
大
の
行
事
で
あ
る
。桜
の
名

所
で
も
あ
り
、桜
の
木
へ
の
施
肥
も
実
施
し
、公
園

ささりんどうクラブ
（青森市浪岡地区）

代表者　長谷川 忠憲

三戸町
老人クラブ連合会

代表者　山下　正一

○
優
良
老
人
ク
ラ
ブ

○
優
良
市
町
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

○
永
年
勤
続

　

平
成
20
年
７
月
に
採

用
以
来
、事
務
局
を
担

当
し
て
い
る
。多
年
に

わ
た
り
市
老
連
会
長
及

び
役
員
の
意
を
呈
し
、

単
位
老
人
ク
ラ
ブ
の
指
導
に
当
た
り
、会
員
の
健
康

保
持
増
進
や
老
人
福
祉
の
向
上
に
寄
与
し
て
い
る
。

松橋 絵利子
（十和田市）

○
活
動
賞

                                               

　

会
の
広
報
紙
は
、

ユ
ニ
ー
ク
な
作
り

で
、会
員
の
興
味
関

心
を
引
き
情
報
発
信

を
し
て
い
る
。

　

毎
月
の
活
動
メ

ニ
ュ
ー
と
ネ
ー
ミ
ン

グ
に
工
夫
を
凝
ら
し
、魅
力
あ
る
ク
ラ
ブ
活
動
に

努
め
て
い
る
。

　

ひ
と
つ
の
活
動
の
効
果
と
活
用
を
多
方
面
に
繋

げ
て
、ク
ラ
ブ
活
動
を
啓
発
し
て
い
る
。

エバーグリーンの会
（青森市）

代表者　中野　達雄

の
美
化
に
関
わ
る
こ
と
で
、会
員
の
誇
り
に
も
つ

な
が
っ
て
い
る
。ま
た
、新
加
入
者
が
い
れ
ば
、助

成
金
を
支
給
す
る
活
動
を
20
年
以
上
に
わ
た
り
支

援
し
、会
員
増
強
運
動
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
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長
年
に
わ
た
り
、単
位

老
人
ク
ラ
ブ
会
長
と
し

て
ク
ラ
ブ
の
運
営
と
推

進
の
た
め
に
貢
献
し
て

い
る
。地
区
老
連
会
長
と

し
て
長
年
務
め
、地
区
老
連
の
運
営
と
推
進
に
大
き

く
貢
献
し
て
い
る
。市
老
連
副
会
長
も
長
年
務
め
、市

老
連
会
長
を
補
佐
す
る
と
共
に
、各
事
業
の
運
営
と

推
進
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。

                                               

　

老
人
ク
ラ
ブ
入
会
後
か

ら
活
動
に
積
極
的
に
取
り

組
み
、リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
発
揮
し
て
い
る
。

　

町
老
連
の
行
事
等
に
も

率
先
し
て
ク
ラ
ブ
会
員
を
参
加
さ
せ
、ク
ラ
ブ
の
発

展
は
も
ち
ろ
ん
、町
老
連
の
発
展
に
も
寄
与
し
て
い

る
。活
動
の
中
心
と
し
て
活
躍
し
て
お
り
、多
く
の
会

員
か
ら
信
頼
さ
れ
て
い
る
。

                                               

　

長
年
に
わ
た
り
、単
位

老
人
ク
ラ
ブ
会
長
と
し

て
、ク
ラ
ブ
の
運
営
に
尽

力
し
て
い
る
。実
直
で
明

る
い
性
格
で
、会
員
か
ら

葛西　則一
（弘前市）

熊谷 武四郎
（平内町）

小山田 良三
（十和田市）

○
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
功
労
者

                                               

　

長
年
、市
老
連
理
事
と

し
て
地
区
と
の
連
絡
調

整
に
尽
力
さ
れ
た
。ま

た
、地
区
老
連
の
会
長
と

し
て
、存
続
の
危
機
に

あ
っ
た
６
つ
の
ク
ラ
ブ

を
ま
と
め
、解
散
を
く
い
と
め
、会
員
も
増
や
し
た
。

会
員
が
多
数
参
加
で
き
る
よ
う
な
行
事
を
企
画
運
営

し
実
践
し
て
い
る
。会
員
か
ら
の
信
頼
も
厚
い
。ま

た
、市
老
連
会
長
と
し
て
、コ
ロ
ナ
禍
で
思
う
よ
う
に

活
動
が
で
き
な
い
中
、会
員
を
支
え
る
こ
と
で
会
の

発
展
に
貢
献
し
て
き
た
。

　

現
在
は
顧
問
と
し
て
市
老
連
を
補
佐
し
て
い
る
。

                                               

　

単
位
老
人
ク
ラ
ブ
の
各

役
職
を
歴
任
。ま
た
、町
老

連
の
会
長
等
を
歴
任
し
、

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
を
通
じ

て
老
人
福
祉
の
推
進
に
尽

力
さ
れ
て
い
る
。

　

現
役
農
家
で
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
に
も
造
詣
が
深
い
。

（
町
G
B
協
会
会
員
）農
業
・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
通
じ

て
会
員
募
集
に
取
り
組
み
、複
数
人
を
会
員
加
入
さ

せ
た
。

　

明
る
く
ユ
ー
モ
ア
に
富
ん
だ
人
格
で
あ
り
、町
老

連
の
忘
年
会
を
兼
ね
た
研
修
会
を
立
案
す
る
等
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、会
員
交
流
の
場
と
会
の
活

気
を
常
に
醸
成
し
て
い
る
。

古戸　良一
（八戸市）

甲地　春男
（東北町）

                                               

　

結
成
か
ら
50
年
以
上

と
歴
史
の
あ
る
ク
ラ
ブ

で
あ
る
。八
太
郎
生
活

館
を
拠
点
に
、毎
月
、

活
動
を
実
施
。介
護
予

防
教
室
や
健
康
管
理
教

室
、交
通
安
全
教
室
な

ど
の
教
養
講
座
を
開
催
し
、健
康
づ
く
り
に
努
め
て

い
る
。

　

ま
た
、資
源
ご
み
の
回
収
や
処
理（
年
４
回
）、町
内

の
公
園
・
花
壇
の
整
備
、通
学
路
の
清
掃
な
ど
に
も
力

を
入
れ
、地
域
の
社
会
資
源
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。

　

市
老
連
芸
能
大
会
に
は
、多
く
の
参
加
者
と
出
演

者
を
参
加
さ
せ
、華
を
添
え
て
い
る
。

八太郎はすぬま会
（八戸市）

代表者　杉本　達雄

○
優
良
老
人
ク
ラ
ブ

○
優
良
市
町
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

平
成
17
年
に
旧
七
戸

町
老
連
と
旧
天
間
林
村

老
連
が
合
併
し
た
。以

来
、全
国
三
大
運
動「
健

康
・
友
愛
・
奉
仕
」を
バ

ラ
ン
ス
よ
く
実
施
し
て

い
る
。

　

特
に
奉
仕
活
動
に
力
を
入
れ
、公
園
の
清
掃
活
動

は
、町
老
連
主
催
で
は
年
１
回
だ
が
、各
単
位
老
人
ク

ラ
ブ
に
お
い
て
も
実
施
し
て
い
る
。ま
た
、合
併
前
か

ら
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
が
盛
ん
で
あ
り
、２
支
部
で

開
催
。町
老
連
で
１
回
、郡
老
連
に
も
参
加
す
る
な

ど
、会
員
の
健
康
づ
く
り
運
動
に
も
力
を
入
れ
て
い

る
。　　
　
　
　
　
　

  （
活
動
の
詳
細
は
８
頁
参
照
）

七戸町
老人クラブ連合会

代表者 山本　順治

青
森
県
知
事
表
彰

の
信
頼
も
厚
い
。

　

ク
ラ
ブ
活
動
は
も
ち
ろ
ん
、市
老
連
の
各
種
研
修

会
や
事
業
な
ど
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

市
老
連
発
刊
の
会
報「
満
天
」に
は
、自
分
の
趣
味
の

一
つ
で
あ
る「
ポ
エ
ム
」を
い
く
つ
も
提
供
、掲
載
し

て
い
る
。何
事
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
、若
い
会
員

た
ち
に
身
を
も
っ
て
示
す
そ
の
姿
勢
は
立
派
で
あ
る
。
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体験学習「こけし絵付け」

卒業式　令和５年12月15日（金）　於：鰺ヶ沢町「グランメール山海荘」

講習「ニュースポーツ『モルック』」

青森県老連健康福祉大学校開催
　

こ
の
大
学
校
は
、県
補
助
金
を
活
用
し
、健
康
づ

く
り
を
は
じ
め
と
し
た
地
域
活
動
を
推
進
す
る

リ
ー
ダ
ー
を
養
成
し
て
い
ま
す
。今
年
度
は
鰺
ヶ

沢
町
、六
戸
町
、鶴
田
町
の
３
ヶ
所
で
開
校
と
な

り
、28
年
目
と
な
り
ま
し
た
。

　

鰺
ヶ
沢
会
場
は
、７
月
20
日
か
ら
12
月
15
日
ま

で
、六
戸
会
場
は
、８
月
30
日
か
ら
令
和
６
年
１
月

17
日
ま
で
開
催
し
ま
し
た
。鶴
田
会
場
は
11
月
30

日
か
ら
令
和
６
年
３
月
14
日
ま
で
の
予
定
で
す
。

　

各
会
場
で
、ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
や
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
等
、体
を
動
か
す
講
習
の
他
、認
知
症

や
介
護
、健
康
の
こ
と
を
学
ぶ
講
義
な
ど
を
行
い
、

学
生
の
皆
さ
ん
は
一
生
懸
命
に
楽
し
く
学
ん
で
い

ま
し
た
。体
験
学
習
で
は
、こ
け
し
の
絵
付
け
や
勾

玉
作
り
を
体
験
し
ま
し
た
。作
品
は
大
学
校
の
思

い
出
に
な
る
と
、皆
さ
ん
に
好
評
で
し
た
。

　

今
年
度
の
受
講
生
は
、鰺
ヶ
沢
22
名
、六
戸
12

名
、鶴
田
28
名
の
合
計
62
名
で
す
。こ
れ
ま
で
卒
業

し
た
方
々
は
、地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
市
町
村

老
連
会
長
、副
会
長
、女
性
部
長
等
で
活
躍
し
て
い

る
の
は
も
ち
ろ
ん
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
Ｏ
Ｂ
会

や
同
期
会
を
設
立
し
て
い
ま
す
。ま
た
、地
域
の
集

い
の
場
の
開
催
や
所
属
老
連
事
務
局
の
運
営
協
力

な
ど
様
々
な
場
面
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

県高齢福祉保険課
課長　関口　雄介 氏

鰺ヶ沢町
副町長　加藤　隆之 氏

期　間　R５.７.20
　　　　～R５.12.15
場　所　鰺ヶ沢町舞戸
　　　　公民館 他
受講生　22名

卒業式・来賓祝辞
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期　間　Ｒ５.８.30～R６.１.17
場　所　六戸町老人福祉
　　　　センター 他
卒業生　12名

期　間　Ｒ５.11.30～R６.３.14
場　所　鶴田町保健福祉
　　　　センター 他
入学生　28名

卒業式　令和６年1月17日（水）　於：六戸町老人福祉センター

講義・実技「レクリエーション」

入学式　令和５年11月30日（木）　於：鶴田町保健福祉センター

田舎館村老連役員・大学校受講生との交流会 講義・実技「笑いながら健康運動」

講義・実技「楽しく脳トレ」

卒業式・来賓祝辞

六戸町
副町長

下田 正幸 氏

六戸町
社会福祉協議会

会長 田中 孝雄 氏

県高齢福祉保険課
課長　関口　雄介 氏
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９
月
28
日（
木
）、リ
ン
ク
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
青
森
に
お

い
て
、約
７
５
０
名（
出
演
者
含
）

の
方
々
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。授

与
式
は
、青
森
県
知
事（
代
理 

関

口
県
高
齢
福
祉
保
険
課
長
）か

ら
、５
名
の
方
々
と
２
団
体
に
表

彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、

青
森
県
老
連
会
長
表
彰
の
授
与

式
を
行
い
91
名
と
５
団
体
に
表

彰
状
を
、４
名
に
感
謝
状
を
贈
り

ま
し
た
。

　

式
典
後
に
行
わ
れ
た
芸
能
発

表
大
会
は
、４
年
ぶ
り
に
通
常
開

催
と
な
り
ま
し
た
。県
内
各
市
町

村
か
ら
集
ま
っ
た
会
員
に
よ
る

33
演
目
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。こ

の
日
の
た
め
に
練
習
を
重
ね
て

き
た
出
演
者
の
方
々
は
、色
と
り

ど
り
の
華
や
か
な
衣
装
や
趣
向

を
凝
ら
し
た
演
出
、舞
踊
等
を
披

露
し
、会
場
か
ら
は
歓
声
と
大
き

な
拍
手
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、あ
い
に
く
の
雨
模
様

の
天
気
で
し
た
が
、参
加
者
は

「
と
て
も
楽
し
か
っ
た
」と
、笑
顔

で
会
場
を
後
に
し
ま
し
た
。

　

来
年
度
の
芸
能
発
表
大
会
は
、

令
和
６
年
９
月
26
日（
木
）、リ
ン

ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
青
森

で
行
う
予
定
で
す
。

「清水の次郎長」三沢市 「みちのく縄文」八戸市 「京都絵すがた」横浜町

主催者あいさつ
齋藤　昇一 会長

来賓祝辞　
青森県知事代理　
県高齢福祉保険課　
課長　関口　雄介 氏

表彰授与式

青森県知事表彰・青森県老連会長表彰授与式並びに
青森県老人クラブ芸能発表大会の開催

藤崎町「藤崎音頭」
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　この研修会は、県補助金を活用しています。内容は、高齢者の地域福祉の充実や生きがい・
健康づくり、地域における支え合い、暮らしの安全・安心等をテーマに、開催地老連と内容を
検討し、実施しています。会員・非会員問わず、誰でも参加できます。

三沢市
「うたごえ喫茶」
講師 石澤 佳子 氏

研修内容

風間浦村
「eスポーツに挑戦」

高齢者相互支援推進研修会開催（５地区で開催）

期　日 開催地区
参加者数 研修科目 内　容

12月8日
（金）

三沢市
114 名

講　演：「うたごえ喫茶
　　　　～アコーディオンの生演奏で

懐かしの歌を一緒に～」
講　師：うたごえ便 よりみち　石澤 佳子 氏

アコーディオンの生演奏で懐メロや朝
のドラマの主題歌、クリスマスソング
等を参加者全員で歌い、楽しかったと
好評だった。

1月26日
（金）

風間浦村
39 名 体験学習「e スポーツに挑戦」

ゲーム機を使ってボーリングに挑戦。
最初は操作に手間取っていたが、慣れ
てくるとストライクやスペアを取ると
歓声が上がり、終始楽しく学習できた。

2月29日
（木） 弘前市

講　演：「琵琶・尺八演奏」
演奏者：平尾 鶴朋 氏（ひらお かくほう）（薩摩琵琶鶴田流）
活動発表：「老人クラブ活動状況について」
発表者：八戸市田面木地区老連会長
　　　　松園町団地松友会事務局長　小泉 公夫 氏
　　　　八戸市大館地区老連会長
　　　　寿美齢会会長　髙橋 克雄 氏

「ヒロロ」で開催予定

3月9日
（土） 深浦町

○深浦町老連芸能発表
○講義・実技「笑いながら健康運動」
　講師：介護予防指導士　太田 詩子 氏
　　　　健康運動指導士　棟方 由美子 氏

「フィットネスプラザゆとり」で
開催予定

未定 東北町 講　習：「高齢者の体力測定」
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会員募集中！入会希望者は、七戸町老人クラブ連合会まで
☎０１７６－６２－６７９０

～七戸町老人クラブ連合会～　会長　山本　順治
クラブ数　22クラブ（令和５年４月１日現在）
会 員 数　464名（男性 149名　女性 315名）　高齢化率　42.4％

 地域づくりの一員として活力ある活動を
七戸町

【
概
　
要
】

　

七
戸
町
は
、
青
森
県
の
東
部
に
位
置
し
、
西
は
青
森
市
に
、

南
は
十
和
田
市
、
北
東
は
東
北
町
に
そ
れ
ぞ
れ
接
す
る
内
陸
部

の
町
と
な
っ
て
い
ま
す
。
町
に
は
、
国
道
４
号
が
南
北
に
縦
断
、

３
９
４
号
が
４
号
と
交
差
し
て
東
西
に
横
断
し
て
お
り
、
ま
た

「
み
ち
の
く
有
料
道
路
」
で
青
森
市
と
結
ば
れ
て
い
ま
す
。
町

の
ほ
ぼ
中
央
に
東
北
新
幹
線
「
七
戸
十
和
田
駅
」
が
設
置
さ
れ
、

主
要
地
方
道
や
県
道
が
放
射
線
状
に
近
隣
町
村
に
延
び
、
広
域

交
通
条
件
に
恵
ま
れ
た
地
域
と
い
え
ま
す
。
ま
た
、
町
内
各
地

に
は
貴
重
な
歴
史
遺
産
や
伝
統
芸
能
な
ど
が
多
数
点
在
し
て
お

り
、
こ
の
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
教
育
や
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動

へ
の
関
心
が
高
く
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
と
と
も
に
、
活
発
な
教

育
・
文
化
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　【
活
動
内
容（
主
な
取
り
組
み
）】

〇
会
の
運
営
や
事
業
円
滑
の
た
め
に
、
各
種
会
議
を
行
い
ま
す
。

　

・
理
事
会
・
総
会
・
役
員
新
年
会
・
定
例
会
長
会
議

○
会
員
の
資
質
向
上
の
た
め
に
、
研
修
会
を
行
い
ま
す
。

　

・
役
員
合
同
研
修
旅
行

○
心
と
体
の
健
康
づ
く
り
を
進
め
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
り

ま
す
。

　

・
柏
葉
公
園
清
掃
奉
仕
活
動
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大

会
・
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
芸
能
ま
つ
り
・
男
性
料
理
教
室

○
他
団
体
の
主
催
す
る
行
事
に
参
加
協
力
を
し
て
い
ま
す
。

　

・
交
通
安
全
運
動
決
起
大
会
・
町
社
会
福
祉
大
会

　　

町
で
は
、
い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

し
て
い
け
る
よ
う
、
健
康
づ
く
り
や
会
員
の
交
流
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。
特
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
は
各
単
位
老
人
ク
ラ

ブ
で
通
年
を
通
し
て
練
習
し
、
連
合
会
と
し
て
大
会
を
年
３
回

開
催
す
る
な
ど
、
体
を
動
か
す
こ
と
を
習
慣
化
で
き
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
雑
巾
づ
く
り
・
花
植
え
活
動
な
ど
、

こ
れ
ま
で
の
経
験
や
得
意
分
野
を
活
か
し
、
地
域
づ
く
り
の
一

員
と
し
て
、
役
割
を
果
た
し
て
い
け
る
よ
う
、
今
後
も
活
動
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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当
ク
ラ
ブ
は
青
森
市
浪
岡
の
東
南
部
に
位
置

し
、
田
ん
ぼ
と
リ
ン
ゴ
園
が
広
が
る
農
村
地
帯
に

あ
り
ま
す
。
会
員
の
年
齢
層
は
、
60
代
１
名
、
70

代
12
名
、
80
代
14
名
、
90
代
２
名
と
高
齢
化
が
進

ん
で
い
ま
す
。
私
達
の
目
標
は
『
健
康
寿
命
』
で

す
。
頭
を
使
い
身
体
を
動
か
し
、
死
に
直
面
す
る

ま
で
張
り
合
い
を
保
つ
こ
と
、
肌
に
潤
い
を
心
に

張
り
合
い
を
！

　

年
間
の
活
動
は
、
春
は
「
お
花
見
会
」。
公
民

館
の
桜
を
愛
で
な
が
ら
花
見
弁
当
を
広
げ
て
大
は

し
ゃ
ぎ
で
す
。
そ
し
て
「
美
化
運
動
」。
地
元
の

公
民
館
敷
地
内
に
花
壇
を
設
け
て
、
春
か
ら
秋
ま

で
花
を
育
て
、
来
館
者
を
ウ
エ
ル
カ
ム
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
駐
車
場
の
外
周
に
も
花
を
植
え
、
環

境
美
化
に
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。
夏
場
は
、
研
修

と
保
養
を
兼
ね
た
「
会
員
バ
ス
旅
行
」
で
知
識
を

吸
収
し
、
命
の
洗
濯
を
し
、
親
交
を
深
め
て
い
ま

す
。
秋
は
、
12
月
に
開
催
さ
れ
る
公
民
館
祭
り
へ

の
出
品
を
兼
ね
て
「
創
作
活
動
」
に
熱
中
し
ま
す
。

冬
場
は
、「
料
理
教
室
」。
健
康
寿
命
を
意
識
し
な

が
ら
一
品
一
品
に
心
を
込
め
て
調
理
し
ま
す
。
そ

し
て
テ
ー
ブ
ル
に
は
、
漬
物
の
神
様
方
の
自
慢

の
絶
品
が
並
べ
ら
れ
ま
す
。（
塩
分
は
大
丈
夫
か

な
？
）

　

今
、
新
た
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
「
友
愛
訪

問
」
で
す
。「
み
ず
ほ
教
育
福
祉
財
団
助
成
事
業
」

に
参
画
し
実
施
し
て
い
ま
す
（
助
成
金
有
り
）。

足
が
悪
い
、
腰
が
悪
い
、
体
力
の
衰
え
な
ど
の
た

め
、外
へ
出
向
く
こ
と
が
困
難
な
方
を
訪
問
し
て
、

共
に
元
気
を
養
う
と
い
う
も
の
で
す
。
本
人
と
ご

家
族
の
理
解
を
得
て
行
っ
て
い
ま
す
が
、
大
変
喜

ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

特
筆
す
る
こ
と
は
「
軽
ス
ポ
ー
ツ
活
動
」
で
す
。

年
間
を
通
し
て
、「
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
」「
ユ

ニ
カ
ー
ル
」を
、合
間
に「
ペ
タ
ン
ク
」「
ボ
ッ
チ
ャ
」

な
ど
を
楽
し
み
、
知
力
、
体
力
、
団
結
力
を
養
っ

て
い
ま
す
。
各
種
競
技
大
会
に
参
加
し
、
向
上
心

を
養
う
と
共
に
他
団
体
と
の
交
流
も
深
め
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
も
活
動
を
続
け
、
生
き
る
喜
び
を
共

有
し
て
い
き
た
い
の
で
す
が
、
60
代
か
ら
の
働
き

方
の
変
化
と
世
代
間
の
ギ
ャ
ッ
プ
か
ら
か
、
若
手

の
入
会
が
困
難
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ど
の
よ
う
に

解
決
し
て
い
っ
た
ら
よ
い
か
、
皆
さ
ん
の
お
知
恵

を
拝
借
せ
ね
ば
と
腕
組
み
し
、
頭
を
傾
け
て
い
る

こ
の
頃
で
す
。

「
健
康
一
直
線
」

さ
さ
り
ん
ど
う
ク
ラ
ブ

（
青
森
市
浪
岡
地
区
）

会
長
　
長
谷
川
　
忠
憲

会
員
数
29
名（
男
性
6
名
、女
性
23
名
）

グラウンド・ゴルフ

コーラス

料理教室

花壇づくり
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私
は
、
昭
和
16
年
１
月
31
日
、
青
森
県
旧
十
和
田

湖
村
沢
田
と
い
う
小
さ
な
村
で
８
人
兄
弟
の
３
番
目

と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
祖
母
の
実
家
の
跡
取
り
娘

と
し
て
厳
し
く
育
て
ら
れ
ま
し
た
。

　

祖
母
の
実
家
は
、
林
業
や
農
業
を
経
営
す
る
大

き
な
家
で
し
た
。
家
族
の
他
に
家
を
ま
と
め
る
夫
婦

と
お
め
か
け
さ
ん
が
６
人
働
い
て
い
ま
し
た
。
私
が

小
学
５
、
６
年
頃
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
お
め
か
け

さ
ん
の
一
人
に
跡
取
り
の
子
供
が
で
き
た
た
め
、
私

は
、
祖
母
の
知
人
で
栃
木
県
馬
頭
町
に
住
ん
で
い
る

長
男
の
嫁
と
し
て
引
っ
越
す
こ
と
に
な
り
、
入
籍
し

ま
し
た
。
そ
の
後
は
何
不
自
由
な
く
暮
ら
し
ま
し

た
が
、
お
相
手
が
大
学
を
卒
業
し
、
母
親
の
家
を
守

る
た
め
に
別
れ
る
こ
と
に
な
り
、
私
は
祖
母
の
実
家

に
帰
り
ま
し
た
。
十
数
年
ぶ
り
に
里
帰
り
し
た
も
の

の
、
も
は
や
他
人
の
家
の
よ
う
で
、
私
の
居
る
場
所

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
行
儀
作
法
の
勉
強
の
た
め
、
十
和
田

湖
の
湖
畔
荘
で
働
き
ま
し
た
。
そ
の
時
、
今
の
主
人

と
知
り
合
い
ま
し
た
。
昭
和
38
年
の
出
来
事
で
す
。

主
人
は
、
旅
行
会
社
に
勤
め
て
い
て
、
２
年
す
れ
ば

転
勤
す
る
か
ら
と
言
わ
れ
、
結
婚
し
青
森
市
の
本
町

に
住
み
ま
し
た
。
舅
は
青
森
市
で
建
具
業
を
営
み
、

私
は
、
職
人
16
人
の
食
事
の
お
手
伝
い
な
ど
し
ま
し

た
。
主
人
の
姉
弟
も
多
く
、
大
変
苦
労
し
ま
し
た
。

　

私
の
趣
味
は
、
山
登
り
・
軟
式
テ
ニ
ス
・
卓
球
等

で
す
。
卓
球
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
学
校
対
抗
卓
球
大
会

で
準
優
勝
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
主
人
の

仕
事
で
障
が
い
者
の
方
々
と
一
緒
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
ハ
ワ
イ
に
行
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ア
ス
パ

ム
（
青
森
県
観
光
物
産
館
）
の
青
森
県
ふ
れ
あ
い

シ
ョ
ッ
プ
（
障
が
い
者
の
方
々
が
作
業
所
で
作
っ
て

い
る
商
品
販
売
）
で
、
約
10
年
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
働
き
ま
し
た
。

　

特
に
環
境
問
題
に
興
味
が
あ
っ
た
私
は
、平
成
５
年

に
青
森
ア
ッ
プ
ル
会
を
設
立
し
ま
し
た
。主
な
活
動

は
、オ
ゾ
ン
層
を
破
壊
す
る
フ
ロ
ン
ガ
ス
回
収
運
動
で

し
た
。
名
古
屋
大
学
太
陽
地
球
環
境
研
究
所
の
岩
坂

泰
信
教
授
を
招
い
て
、
青
森
大
学
工
学
部
屋
上
に
フ

ロ
ン
ガ
ス
と
紫
外
線
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
測
定
す
る

た
め
の
測
定
器
を
設
置
し
、研
究
を
開
始
し
ま
し
た
。

ま
た
愛
知
県
豊
川
市
と
青
森
市
と
の
比
較
研
究
も
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
現
在
も
測
定
は
続
い
て
い
ま
す
。

　

平
成
９
年
、
京
都
の
地
球
温
暖
化
京
都
会
議
に
出

か
け
て
Ｃ
Ｏ
Ｐ
３
Ｎ
Ｇ
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
て
来

ま
し
た
。
フ
ロ
ン
ガ
ス
回
収
に
対
す
る
要
望
書
を
当

時
の
青
森
市
長
・
青
森
県
知
事
に
提
出
。ま
た
、同
様

に
環
境
庁
長
官
・
通
産
省
政
務
次
官
に
も
フ
ロ
ン
ガ

ス
回
収
の
要
望
書
を
提
出
す
る
活
動
も
行
い
ま
し
た
。

　

現
在
、
非
営
利
活
動
法
人
「
白
神
山
地
を
守
る

会
」
の
理
事
と
し
て
白
神
山
地
エ
コ
ロ
ジ
ー
ツ
ア
ー

の
開
催
や
白
神
山
地
植
樹
祭
、
ま
た
、
毎
年
６
月
に

は
、
ホ
タ
テ
貝
を
守
る
た
め
平
内
植
樹
祭
を
行
っ
て

い
ま
す
。

【
老
人
ク
ラ
ブ
と
の
か
か
わ
り
】

　

入
会
の
き
っ
か
け
は
、
平
成
13
年
に
民
生
委
員
・

児
童
委
員
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
14
年
４
月
に

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
老
人
ク
ラ
ブ
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
た
め
に
活
動
を
一
緒
に
す
る

ほ
う
が
い
い
よ
と
言
わ
れ
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員

の
仕
事
に
役
立
つ
な
ら
と
、
老
人
ク
ラ
ブ
と
は
何
か

も
知
ら
な
い
ま
ま
入
会
し
ま
し
た
。

　

平
成
18
年
に
は
、
中
央
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
の

事
務
局
長
の
任
命
を
受
け
ま
し
た
。
地
区
の
老
人
ク

ラ
ブ
の
方
々
と
交
流
す
る
機
会
も
多
く
な
り
、
平
成

21
年
ブ
ロ
ッ
ク
の
女
性
部
長
に
、
平
成
24
年
青
森
市

老
連
老
女
性
委
員
長
に
推
薦
さ
れ
、
青
森
市
老
連
会

長
や
副
会
長
、
女
性
委
員
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
活
動

で
き
る
幸
せ
を
感
じ
て
い
ま
す
。今
年
度
、青
森
県
老

連
女
性
部
長
に
推
薦
さ
れ
今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

年
々
会
員
減
少
が
続
い
て
い
る
現
状
で
す
。

　

私
の
ク
ラ
ブ
「
中
央
こ
と
ぶ
き
会
」
で
は
、
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
が
多
く
、
生
き
が
い
の
場
所
と
し

て
我
が
家
を
提
供

し
近
況
報
告
や
お

抹
茶
の
け
い
こ
、

茶
話
会
・
研
修
会

等
、
月
１
回
で
す

が
開
催
し
て
い
ま

す
。

　

今
後
も
皆
様
の

ご
指
導
を
仰
ぎ
な

が
ら
努
め
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

青
森
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
副
会
長
・
女
性
部
長

青
森
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
副
会
長
・
女
性
委
員
長

石
　
澤
　
キ
ミ
ヱ

山
あ
り
谷
あ
り
の
人
生
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　令和 5年12月8日（金）十和田市「番屋会館」において、十和田市老人クラブ連合会創立60周年記念
式典・祝賀会が開催されました。来賓として小山田久十和田市長、齋藤昇一県老連会長、平舘雅子十
和田市社協常務理事、升澤博也十和田市町連会長を迎え、約60名の会員出席のもと実施致しました。
式典では、物故者に対する黙禱から始まり、松橋泰彰十和田市老連会長から式辞が述べられ、歴代の

会長への感謝とこれからの活動に対する強い決意
が語られました。
　続いて表彰式が行われ、感謝状６団体と特別感
謝状14名の個人に贈呈致しました。４名の来賓者
からは、心温まるご祝辞を頂き感銘を受けました。
続いて受賞者を代表して、理事の高橋顕光氏より
謝辞が述べられました。
　その後、祝賀会に移り、齋藤県老連会長の乾杯
の音頭で始まりました。余興の踊りから始まり、
カラオケ等で大いに盛り上がりたくさんの笑顔と
楽しい会話が弾んだ祝賀会で有りました。

http://www.flower-travel.com/

１枚の切符から海外旅行まで

本社／弘前店 〒036-8053
　　　　　　 青森県弘前市大字和泉2丁目1－1
　　　　　　 TEL. 0172－26－2112（代）
　　　　　　 FAX. 0172－26－0808

五所川原エルム店
　　　　　　　 TEL. 0173－33－2122（代）
　　　　　　　 FAX. 0173－33－2133

青森店
　　　 TEL. 017－775－2735（代）
　　　 FAX. 017－775－2739

心をこめて贈ります
夢と思い

出を…
切符・パック商品などのお問い合わせ、お申込み
☎ 0172-26-2112（AM10：00 ～ PM5:30）

☎ 0172-26-2113（AM９：30 ～ PM6:00）
募集・団体旅行などのお問い合わせ、お申込み

※青森店へのお電話は弘前店へ転送されます。

■ JR、航空券、ノクターン等の手配
■ JR、航空券と宿泊のパック商品の手配
■ 海外パック商品の手配
■ 貸切バス、グループ旅行の相談、企画
■ 団体旅行、修学旅行の企画
　旅行のことなら何でもお気軽にご相談ください。

感謝状贈呈　左：十和田市老連 前会長 外山 忠男 氏

主催者あいさつ　松橋十和田市老連会長

余興　曲目「年輪」（母良田 梅子氏）

十和田市老人クラブ連合会　会長　松橋　泰彰
クラブ数　36クラブ（令和５年４月１日現在）
会 員 数　832名（男性 292名　女性 540名）　高齢化率　35.1％

創立60周年記念式典・祝賀会の開催
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参加者
山上秀夫 氏　境江利子 氏　五戸事務局長

事例発表　山上　秀夫 氏

【十和田会場】
入門コース 1月12日（金）参加者９名
応用コース 1月24日（水）参加者８名

【八戸会場】
入門コース 2月2日（金）参加者11名
応用コース 2月7日（水）参加者10名

　

こ
の
事
業
は
、
青
森
県
共
同
募
金
会
の
助
成
金
を
受
け
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

講
師
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
様
で
す
。
教
室
は
、「
入
門
コ
ー
ス
」
と
「
応
用
コ
ー
ス
」

で
す
。「
入
門
コ
ー
ス
」
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン（
以
後
「
ス
マ
ホ
」
と
い
う
。）を

持
っ
て
い
な
い
方
も
参
加
で
き
、
電
源
の
入
れ
方
や
タ
ッ
チ
操
作
の
基
本
、
写
真

の
撮
り
方
な
ど
を
学
び
ま
す
。「
応
用
コ
ー
ス
」
で
は
、
連
絡
先
登
録
や
ニ
ュ
ー
ス

の
閲
覧
、
地
図
探
索
な
ど
を
学
び
ま
す
。

　

十
和
田
市
と
八
戸
市
の
２
会
場
で
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
ス
マ
ホ

は
普
段
使
っ
て
い
る
け
ど
、
知
ら
な
い
機
能
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
勉
強
に
な
っ

た
」
「
参
加
し
て
良
か
っ
た
」
と
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　

近
年
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
令
和
３
年
に
は
、
デ
ジ
タ
ル

庁
が
発
足
し
ま
し
た
。
デ
ジ
タ
ル
社
会
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
デ
ジ
タ
ル
技

術
を
活
か
す
こ
と
に
よ
り
、
す
べ
て
の
国
民
が
幸
せ
を
選
べ
る
社
会
の
実
現
を
目

指
し
た
取
り
組
み
で
す
。
国
や
県
、
市
町
村
、
民
間
企
業
か
ら
の
サ
ー
ビ
ス
の
一

部
は
、
ス
マ
ホ
か
ら
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
正
し
く
理
解
し
、
安

全
・
安
心
し
て
使
え
る
よ
う
に
、
今
後
も
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

12
月
４
日
（
月
）～
５
日
（
火
）、東
京
都
の
全
社
協
灘
尾
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。全
国
か
ら
89
名
の
方
々
が
参
加
さ
れ
、本
県
か
ら
は
３
名
が
参
加
し
ま
し

た
。セ
ミ
ナ
ー
の
趣
旨
は
、
健
康
づ
く
り
や
地
域
支
え
合
い
活
動
を
総
合
的
に
学
習

し
、老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
や
活
動
に
対
す
る
協
力
者
の
育
成
を
通
じ
て
、活
動
の

す
そ
野
を
広
げ
る
こ
と
で
す
。研
修
内
容
は
、老
人
ク
ラ
ブ
活
動
、運
動
や
栄
養
、医

療
、歯
・
口
腔
、事
故
防
止
、地
域
支
え
合
い
の
講
義
や
事
例
発
表
、グ
ル
ー
プ
討
議
な

ど
で
す
。

　

事
例
発
表
で
は
、「
地
域
支
え
合
い
」と
題
し
て
、青
森
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
若

手
委
員
会
副
委
員
長 

山
上 

秀
夫
氏
よ
り
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。青
森
市
で
は
「
ま

ち
な
か
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」と
し
て
、行
政
や
福
祉
団
体
、商
業
施
設
な
ど
と
密
に
連

携
し
な
が
ら
、青
森
市
内
５
か
所
で「
つ
ど
い
の
場
」を
展
開
中
。協
力
員
の
山
上
氏

か
ら
は
、「
来
て
い
る
人
が
楽
し
く
や
っ
て
い
る
の
を
見
る
と
や
り
が
い
を
感
じ
る
」

「
市
役
所
や
商
業
施
設
で
の
活
動
で
見
え
る
こ
と
で
、波
及
効
果
が
あ
る
」な
ど
、今

後
、老
人
ク
ラ
ブ
が
果
た
す
社
会
的
な
役
割
の
一
つ
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と

発
表
さ
れ
ま
し
た
。参
加
さ
れ
た
２
名
の
方
々
か
ら
は
、「
老
人
ク
ラ
ブ
の
存
在
意
義

に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
た
」「
全
国
組
織
で
あ
り
、自
分
の
活
動
に
も
刺
激
を
受

け
た
」と
有
意
義
な
セ
ミ
ナ
ー
だ
っ
た
と
の
事
で
し
た
。

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
・
生
活
支
援
セ
ミ
ナ
ー

高
齢
者
の
た
め
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室
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第
52
回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

　

会
場
「
あ
き
た
芸
術
劇
場
ミ
ル
ハ
ス
」
に
、
次
々
と

遠
方
か
ら
の
バ
ス
が
到
着
。「
あ
～
、
全
国
大
会
に
来
た

ん
だ
」
と
心
が
弾
み
ま
し
た
。
秋
田
県
の
ス
タ
ッ
フ
の

方
々
の
心
温
ま
る
気
配
り
と
お
も
て
な
し
に
は
、
感
謝

す
る
ば
か
り
で
す
。
資
料
が
手
作
り
の
和
風
タ
ウ
ン
バ
ッ

ク
に
入
り
、
参
加
者
全
員
に
手
渡
さ
れ
、
驚
き
と
感
謝

の
囁
き
が
会
場
に
広
が
り
ま
し
た
。
大
会
一
日
目
、
式

典
に
続
く
「
老
人
ク
ラ
ブ
文
化
祭
」
は
、「
秋
田
県
老
連

が
生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
行
っ
て
い

る
芸
能
活
動
」。
参
加
10
チ
ー
ム
は
、
い
ず
れ
も
郷
土
愛

に
溢
れ
、
秋
田
お
ば
こ
節
や
長
持
唄
等
が
今
で
も
思
い

出
さ
れ
ま
す
。
こ
の
文
化
祭
の
大
き

な
特
徴
は
、
発
表
グ
ル
ー
プ
は
人
数

が
10
人
以
上
で
あ
る
こ
と
、一
ス
テ
ー

ジ
８
千
円
の
出
演
料
が
必
要
と
い
う

こ
と
。
活
動
の
効
果
と
し
て
、「
会
員

同
士
の
友
好
関
係
が
深
ま
り
、
孤
立

す
る
人
が
い
な
く
な
っ
た
」「
地
元
の

文
化
的
素
材
に
も
目
が
向
く
よ
う
に

な
り
、
良
さ
に
気
づ
く
よ
う
に
な
っ

た
」「
笑
い
と
励
ま
し
の
あ
る
練
習

で
自
信
と
体
力
が
つ
き
、
健
康
と
内

面
か
ら
の
美
し
さ
を
得
る
こ
と
が
で

き
た
」
等
々
、
大
会
誌
に
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
特
に
「
令
和
ば
ん
ば

舞
」
は
、市
町
村
老
連
の
地
域
枠
を
越
え
て
の
合
同
発
表
。

最
高
年
齢
92
歳
か
ら
最
若
年
者
66
歳
、
59
名
が
秋
田
弁

の
ラ
ッ
プ
の
寸
劇
を
披
露
。
心
を
一
つ
に
全
員
が
、
杖
っ

こ
つ
い
て
手
拭
い
で
姉
様
か
ぶ
り
野
良
着
姿
で
、
曲
に

合
わ
せ
て
舞
台
狭
し
と
踊
る
？
場
面
は
圧
巻
で
、
会
場

が
一
つ
に
な
り
ま
し
た
。
共
に
大
会
に
参
加
し
た
会
員

の
「
こ
の
年
齢
に
な
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
大
き
な
大
会

で
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
の
人
た
ち
と
共
に
感
激
を
味

わ
え
て
、
本
当
に
有
難
い
こ
と
で
す
。」
の
一
言
に
、
頷

き
あ
い
ま
し
た
。
二
日
目
の
活
動
発
表
も
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
か
ら
「
他
年
代
を
越
え
、
活
動
を
支
え
合
う
と
こ

ろ
に
地
域
活
動
の
輪
が
広
が
る
の
で
は
」
と
ま
と
め
が

あ
り
、「
の
ば
そ
う
！
健
康
寿
命
、
担
お
う
！
地
域
づ
く

り
を
」
の
テ
ー
マ
の
集
い
は
無
事
終
了
。

　

行
動
を
共
に
し
た
県
内
の
参
加
者
、青
森
市
、弘
前
市
、

十
和
田
市
、
板
柳
町
そ
し
て
藤
崎
町
か
ら
の
参
加
者
の

交
流
か
ら
も
地
域
を
越
え
た
友
愛
が
広
が
り
ま
す
よ
う

に
！

秋田市民俗芸能伝承館（ねぶり流し館）見学

寸劇「令和ばんば舞」

会場前で記念撮影

　

老
人
福
祉
法
制
定
60
周
年
記
念
第
52
回
全
国
老
人
ク

ラ
ブ
大
会
が
11
月
８
日（
水
）
～
９
日（
木
）
秋
田
県
秋

田
市
の
あ
き
た
芸
術
劇
場
ミ
ル
ハ
ス
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
全
国
か
ら
約
１
，４
０
０
名
の
方
々
が
参
加
さ
れ
、

本
県
か
ら
は
17
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

第
１
部
は
式
典
で
、
村
木
厚
子
全
老
連
会
長
よ
り
記

念
大
会
の
挨
拶
、
全
老
連
会
長
表
彰
の
表
彰
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
来
賓
と
し
て
４
名
の
方
々
よ
り
ご

祝
辞
を
賜
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
開
催
地
活
動
発
表
と
し
て
、
秋
田
県
８
市
町

老
連
の
会
員
約
２
５
０
名
の
方
々
が
「
老
人
ク
ラ
ブ
文

化
祭
」
を
披
露
し
ま
し
た
。
コ
ー
ラ
ス
・
踊
り
等
、
日
頃

の
活
動
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

第
２
部
は
活
動
発
表
で
、
テ
ー
マ
「
地
域
支
え
合
い

活
動
を
広
げ
よ
う
！
」
と
題
し
て
、
秋
田
県
、
横
浜
市
、

山
口
県
の
方
々
よ
り
活
動
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
発
表

し
ま
し
た
。

　

来
年
度
は
、
神
奈
川
県
横
浜
市
で
開
催
の
予
定
で
す
。

青
森
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
評
議
員

藤
崎
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
副
会
長

木
　
村
　
美
智
子

「
感
動
を
共
に
す
る
仲
間
が

い
て
く
れ
る
こ
と
に
感
謝
」
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　この事業は、全国老人クラブ連合会を通して、みずほ教育福祉財団から助成を受けて実施し
ています。今年度は、むつ市、東北町、浪岡地区、横浜町の４つの老連です。活動の目的は、
住み慣れた地域で自分らしい暮らしを継続する事業を応援しています。老人クラブがこれまで
取り組んできた友愛活動につながる活動を支援しています。過去に事業を受けた市町村老連で
は、その後、行政から支援を受けて活動を継続している市町村老連があります。

みずほ教育福祉財団助成事業
「地域支え合い応援事業」活動中

浪岡地区　杉沢長寿クラブ

むつ市　緑ヶ丘あじさいクラブ

横浜町　吹越新生クラブ

東北町老人クラブ連合会
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■童謡・唱歌
　荒城の月、夏は来ぬ、
　浜千鳥、村祭りなど
■歌謡曲
　丘を越えて、リンゴの唄、
　昴、きよしのズンドコ節
　など
■民謡
　ソーラン節、東京音頭、
　五木の子守唄など

●A5判（縦）
●全122ページ
●定価500円（税別）

シニア世代の

みんなの歌集
全国老人クラブ連合会が

高齢者の立場で選んだ80曲を収録

お申し込み希望の方は、所属の市町村老連又は青森県老人クラブ連合会（TEL 017－732－6492）
までご連絡ください。

県老連からのお知らせ
〇
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

日
時　

令
和
６
年
７
月
11
日（
木
）～
12
日（
金
）

場
所　

秋
田
県
鹿
角
市　

　
　
　
「
ホ
テ
ル
鹿
角
」

〇
青
森
県
老
人
ク
ラ
ブ
芸
能
発
表
大
会

日
時　

令
和
６
年
９
月
26
日（
木
）10
時
～
15
時

場
所　

リ
ン
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
青
森

内
容　

青
森
県
知
事
表
彰
授
与
式

　
　
　

青
森
県
老
連
会
長
表
彰
授
与
式

　
　
　

芸
能
発
表
大
会
・
抽
選
会

〇
第
36
回
全
国
健
康
福
祉
祭
と
っ
と
り
大
会

日
時　

令
和
６
年
10
月
19
日（
土
）～
22
日（
火
）

場
所　

鳥
取
県
鳥
取
市　

他

内
容　

ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会　

文
化
交
流
大
会　

他

〇
第
53
回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

日
時　

令
和
６
年
11
月
20
日（
水
）～
21
日（
木
）

場
所　

神
奈
川
県
横
浜
市

　
　
　
「
神
奈
川
県
民
ホ
ー
ル
」

広告協賛の
お礼

本紙の発行につきまして、ご協力をいただき、誠にありがとうございます。
今後も末永きご支援をお願い申し上げます。
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「あいうべ体操」を
ご存知ですか?

美味しく食事をし、楽しく会話をするためには
お口の健康が大切です。

こんな時は食事の前に10回言ってみましょう。

口の開閉を意識して、
「あ」は大きく口を開いて、
「い」は口角を横に引くように、
「う」は口をとがらせ大きな声で行います。
「べ」は声を出さず舌先が顎にとどくよう舌を出します。
ポイントをおさえ継続することが大切です。

1日30回を目標に頑張りましょう。
青森県健康福祉部がん・生活習慣病対策課

空気が乾燥して
喉が渇くなあ

唾が少なく
なってきたなあ

のみ薬の副作用で
口が渇くなあ

消費者ホットライン 

青森県消費生活センター 
〒030-0822 青森市中央3丁目20-30 

県民福祉プラザ５階 

TEL017-722-3343 
◆相談受付時間 平日     9：00～17：30 

        土日祝日 10：00～16：00 

◆休日/年末年始 

YouTubeで配信中！ 

消費生活 

   お役立ち情報 

お近くの消費生活センターに 

     つながります 

第 158 号	 青　森　県　老　連	 （16）



（17）	 青　森　県　老　連	 第 158 号



・ホール収容人数
【フルオープン】２００名様まで（全席イス席）
【サブホール】　　５０名様まで（全席イス席）
・駐車場完備
　１００台駐車可能
・安置施設有
【サイレントルーム】故人様と共にお過しいた
　だける施設です。
・各室冷暖房完備、全館バリアフリー
・通夜ぶるまい、駐車場誘導はホールスタッフ
　が行いますのでお手伝いは不要です。

ご安置から、お通夜、ご葬儀、ご会食まで、
故人様を心おだやかにお送りできますよう、ご葬儀の一切をご自宅に代わって執り行える総合葬祭施設です。

宗旨を問わず、家族葬から、一般葬、社葬まで大・小規模のあらゆるご葬儀にご利用いただけます。
故人様を心おだやかにお送りできますよう、ご葬儀の一切をご自宅に代わって執り行える総合葬祭施設です。

宗旨を問わず、家族葬から、一般葬、社葬まで大・小規模のあらゆるご葬儀にご利用いただけます。

最大収容
200名

葬儀式場
上質で人のぬくもりと優しさを感じる
空間をご用意いたします。大切な人と
の最後の時間をゆっくり、お過ごしい
ただけます。家族葬から社葬まで、幅
広く対応させていただきます。

ロビーエントランス
気品溢れるモダンデザ
インのロビーで、ご会
葬の方々をお迎えいた
します。

サイレントルーム（故人安置室）
故人様のそばでゆっくりお過ごしいただ
ける安置室をご用意いたします。専用の
出入口を設けるなど、細やかな配慮をさ
せていただいております。また病院から
直接お入りいただく事も可能です。

サイレントルーム入口

ホール

家族室

小さな掛け金　大きな安心　ゆうネット
互助会員募集中

月々５０００円コース（４５００００円）
月々３０００円コース（２７００００円）
月々１０００円コース（　９００００円）

◎ゆうネットホール大野が会員価格でご利用になれます。
◎withホールやまみちを会員価格にてご利用になれます。
　例　メインホール２日（非会員）120,000円（税別）→（会員）80,000円（税別）
　例　サブホール　２日（非会員） 80,000円（税別）→（会員）50,000円（税別）
　例　サイレントルーム（安置施設）１日
　　　　　　　　　　　（非会員） 36,000円（税別）→（会員）24,000円（税別）

◎葬儀の場合、祭壇が通常価格の10％割引とお得です
◎返札品（香典返し・引出物）が10％割引になります

会
　員
　特
　典

■アクセス：青森市営バス→南旭町停留所下車→徒歩１分

旭町通り
マエダストア●

古川小● ●デイリーマート

●青森県庁◎

●山道葬儀造花店本社

7 4

JR青
森駅

文

甲田中●文

青森中央大橋

●青森県信用組合旭町支店

●青森金沢局〒

浪
館
通
り 旭町地下道

“もしもの時の安心コール”年中無休３６５日・２４時間受付

0120－22－7785☎
㈲山道葬儀造花店
〒030-0862 青森市古川3丁目15-17（旭町地下道北入口）

TEL.017-776-7785　FAX.017-776-2050
〒030-0851 青森市旭町1丁目2-9

TEL.017-776-8811　FAX.017-752-8711
〒030-0847 青森市東大野2丁目11-4

TEL.017-739-0983　FAX.017-739-0988

ゆうネットホール大野

　青森銀行
●古川支店
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印刷のことなら

〒030－0803　青森市安方２丁目17－3
☎ 017－777－1388　FAX 017－735－5982
自分史・画集・写真集・俳句集・短歌集・川柳集・詩集

楽しく相談♪

一
般
印
刷・

カラ
ー印刷・デジタル

印
刷

出
版

物印刷・デー
タ管

理
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